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自
主
財
源

34.9％

依
存
財
源

65.1％

町税

繰入金

7億6,671万円（23.8％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

1億5,886万円（4.9％）

5,000万円（1.6％）

町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

地方交付税 11億8,000万円（36.7％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

町債 1億8,520万円（5.8％）
建設事業などの財源に充てるため借り入れるもの

その他 1億8,154万円（5.7％）

繰越金
前年度からの繰越金

1億4,776万円（4.5％）その他

衛生費 4億9,677万円（15.4％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 3億2,182万円（10.0％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億5,687万円（8.0％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

土木費 1億2,251万円（3.8％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

商工費 4,057万円（1.3％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

その他 516万円（0.2％）

（　）内は構成比

民生費 9億754万円（28.2％）
社会福祉、障がい者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

消防費 1億9,044万円（5.9％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

農林水産業費 1,581万円（0.5％）
農林業の振興のために使われる経費

県支出金 1億9,688万円（6.1％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

国庫支出金 3億5,020万円（10.9％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

議会費 3,759万円（1.2％）
議会の運営のために使われる経費

総務費 8億2,207万円（25.5％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

　当町のまちづくりの基本となる、令和４年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　今年度の一般会計の予算額は３２億１，７１５万円で、歳入では、町債などが減額となったものの、地方交付税や国庫支
出金などが増額となり、歳出では、農林水産業費や衛生費が減額となったものの、総務費や民生費が増額となったことによ
り、前年度と比較すると、１億４，７２８万円（４．８％）の増額となりました。
　限られた財源の中で徹底した事務事業の見直しを行い、重要度の高い事業に効率的かつ重点的に予算配分を行った結果、
予算規模は拡大しましたが、これは、安心・安全なまちづくりのための各種工事などの普通建設事業費や移住・定住の促進
のための補助費等が増加したことによるものです。一方、新規の町債発行額は、公債費の元金償還額を下回らせることによ
り、一定の財政規律を確保しました。
◎歳　出 ◎歳　入

３２億１,７１５万円（前年度比　＋4.8％）
一　般　会　計

特　別　会　計

 問合せ 　企画財政課　企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

国民健康保険特別会計
８億7,538万円

（前年度比＋42.6％）

介護保険特別会計
７億8,565万円

（前年度比＋3.1％）

後期高齢者医療特別会計
１億2,134万円

（前年度比＋10.1％）

※事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、
町民生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてま
いります。

【自主財源と依存財源】…町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付され
たり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

令和4年度当初予算の概要令和4年度当初予算の概要 町民とともに進める
　　　　　まちづくり


